
平成27年度

学校評価　集計結果とまとめ　総括

 この「総括」は、学校評価に答えていただいた全ての協議委員、保護者、教

職員の回答を項目ごとにまとめ、平均値をチャート化して表したものです。 

 詳しくは、別配の「平成27年度 学校評価 集計結果とまとめ」をご覧くだ

さい。 



※回答１・２(プラス評価)の平均を基に、
　          5:90%以上、4:80%以上、3:60～80%、
　          2:40～60％、1:40%以下
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 授業者支援会議の活用への意欲が見られる反面、未実施

者の未記入も多く見られました。更なる意欲向上に努めま

す。またオープンライブラリーの活用や指導環境の整備に

ついては、期待の高いことがわかりました。要望もたくさ

ん挙げられましたので、検討していきます。タブレット端

末の利用技術の向上方法にも、努めていきます。 

 どの項目についても高い評価をいただきましたが、万一

の事故や災害を意識し、施設面の更なる改善を求める声や、

訓練のより有効な実施についての意見が多くあげられまし

た。全校での、安全な対応方法及び注意事項についての周

知徹底とともに、事故の再発防止に努めます。 

 保健・緊急対応システムについては、実際に見ていない

からわからないという未記入が多くありましたが、部門に

関わらず養護教諭が子供の様子を把握できているという点

では、一定の評価をいただきました。今後は、学校介護職

員の医療的ケアの実施者の増加や、校外での活動における

アレルギーチェック体制の確立に努めます。 

 学校介護職員は導入2年目ということで、児童・生徒の

実態把握や教員との協働体制やについての理解が深まりま

した。引き続き、教員との連携や共通理解を図るように努

めます。外部専門家や教育支援員への保護者の期待は高い

ので、効率的なアセスメントの進め方への検討を進め、計

画していきます。 

 開校2年目を迎え、業務システムや個人端末の活用につ

いては、より良い学校運営に向けて様々な意見が挙げられ

ました。継続して、課題の解決とより効率的なシステム作

りに向け、検討を進めます。また、鹿本学園で学んでよ

かったと誇りをもてる学校となるよう、教職員個々の資質

向上と指導力の向上に努めていきます。 

 ピクチャープロムナードをはじめ、学校施設の美化や表

示について、高い評価をいただきました。また、併置校と

しての理解が深められる中、Ｓ部門Ｎ部門の行事以外の場

での更なる交流を求める声も多く挙げられました。図書館

やカフェでの交流は増えていますが、交流の在り方につい

ては、今後も検討を進めて参ります。朝の欠席連絡等の徹

底にも、努めます。 

 

 鹿本学園も開校2年目を迎え、

様々な活動や取り組みが軌道に

乗ってくると同時に、実際に動き

始める中での課題も明確になって

きました。ですが全体的には、ど

の項目についても概ね評価してい

ただくことができました。中には

厳しい御指摘をいただいた点もあ

りますが、これらは、さらに良い

学校運営を実現させるための御要

望や改善点といえます。 

 この集計結果とまとめは、多く

の皆さんが、細かい評価項目に真

剣に取り組み、答えていただいた

結果です。教職員一同、これを真

摯に受け止め、一丸となって、よ

り一層の教育の充実に邁進して参

ります。ありがとうございました。 

 連絡帳等における保護者と教員の連携、外部専門家のア

ドバイスを生かした個別学習へ高評価をいただきました。

キャリア発達の視点や、生活単元学習の質的向上を意識し

た学習活動には課題が挙げられましたので、さらに検討を

進めていきます。 Ｎ部門中学部の教育課程は、未実施と

いうことで未記入が目立ちました。来年度の実施を受け、

系統性の確立に努めます。 


